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ニュータウンの記憶をめぐる文化人類学的研究に向けて
―向島ニュータウンにおける絵はがき展の事例から考える

山田　香織

1．はじめに
本論は京都市南部に位置するニュータウンに
おいて2011年3月に開催された展覧会とその準
備プロセスについて検証し、記憶の表象のあり
方と、一研究者であり一大学関係者でありアウ
トサイダーである個人の表象のプロセスへの関
わり方を検討することで、ニュータウンの記憶
をめぐる文化人類学的研究の展望を探るもので
ある。以下では、2011年の展覧会をおこなうに
至った経緯、準備プロセス、展覧会の内容、そ
して、筆者のこの展覧会への関与の仕方につい
て述べていく。
『文化人類学』第70号第4巻の特集「表象・介入・
実践：人類学者と現地とのかかわり」の序にお
いて速水洋子は、人類学者とフィールドのかか
わりについて、「人類学者、調査を始めた時点
ですでに介入している」、「本来調査の初めから、
成果を世に出した後まで、人類学者は現地社会
と密接な関係に入り、それをとりまく世界のた
だ中にいる」と述べ、人類学者はフィールドと
関わりもった時点で傍観者ではいられなくなる
と指摘している［速水	2006:	 474］。筆者は本稿
で取り上げる展覧会の開催に深くかかわった経
緯がある。この展覧会をめぐる一連の動きのな
かで、速水のいうところの「世界」のただなか
に身をおく機会を得て、そのプロセスにおいて
速水の指摘する状況を肌で感じることができた。
筆者はまた、この一連のプロセスにおいて、
ここで挙げられた「密接な関係」のあり方につ
いて検討する機会を得た。密接な関係に基づい
て得られた資料から紡ぎ出される文化人類学の
成果のかたちのひとつが民族誌であることは改
めて言うまでもないが、対象とする社会や地域

において人びとが自らを表象することを試みる
場合、研究者はその活動にどのようなスタンス
で、あるいはどのような密接さを持って関わる
べきなのか。
以下本論では、ニュータウンにおける展覧会
のプロセスとそこへの筆者の関わり方を詳述す
ることで、対象社会の人びと自らの実践への人
類学者の密接な関係のあり方について検討して
みたい。

2．30周年を迎えた向島ニュータウン
2-1.　向島ニュータウンの概観
日本のニュータウンは、第二次世界大戦後の
高度経済成長の下、都市部に人口が集中した結
果不足した住宅補充を目的として、都市郊外に
建設された「新しい街」であり、向島ニュータ
ウンは、京都市内南部の伏見区南部の、かつて
豊臣秀吉ともゆかりのある二ノ丸池の干拓地で
ある向島に造成された団地で、1970年代に建設
がすすんだニュータウンである1。向島ニュータ
ウンの一部を含む学区である二の丸北学区自治
連合会発行の街史『わが街むかいじま』によれ
ば、向島ニュータウン建設計画は1967年（昭和
42年）に開始される。翌1968（昭43）年に地元
説明会、1969（昭44）年に用地買収がなされ、
1972（昭47）年3月に造成工事が、1974（昭49）
年9月に2街区、1975（昭和50）年12月に5街区
の住宅建設工事が着工し、1977（昭52）年4月
に両街区の入居が開始する。その後は、1976（昭
51）年に4街区と6街区、1977（昭52）年に3街区、
1978（昭53）年に1街区、1979（昭54）年に8街区、
1980（昭55年）年に7街区、1981（昭56）年に9
街区、1982（昭57）年に10街区と、1年に一街
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区のペースで住宅工事が着工していった。そし
て1987（昭62）年の11街区建設工事着工を最後
に、向島ニュータウンは11の街区からなるニュ
ータウンとなった。向島ニュータウンには、公
団（都市再生機構UR）住宅（6街区）と、市営
住宅（1,5,8,9,10,11街区）、分譲住宅（2,3,4街区）
が混在している。街区とは別のエリア区分とし
ては小学校の学区があり、このニュータウンは
藤の木学区、二の丸学区、二の丸北学区の3学
区に分けられる。
向島ニュータウン売り出しに合わせて京都市
住宅供給公社が作成したパンフレット『「向島
ニュータウンご案内』には、「ゆとりと暮らし
やすさをテーマに、日々充実する街づくり」と
のキャッチフレーズ、ニュータウンの航空写真
を収めたページ、「都心なみの充実ぶり」と題
して、ニュータウン内にある向島センター商店
街に立ち並ぶスーパーマーケットや各種店舗を
紹介するページ、各種医療機関や公共機関、教
育施設、公園やスポーツ施設の充実ぶりをアピ
ールするページが設けられている。ここから、
ニュータウン建設にあたって、日常生活に必要
と思われる各種機能をニュータウン内に整備し
た、文字通り「新たな街」がここに創出された
ことがうかがえる。
2005（平17）年の統計資料によれば、ニュー
タウンの人口は1990（平成2）年の19,000人強を
ピークにその後徐々に減少をみせている。年齢
層は、働き盛りの核家族世代がほぼ同一時期に
入居したことから偏りがみられ、現在60代、70
代の割合がとくに多い。一方、世帯数は、人口
数とは異なる動向を見せており、1995（平7）年
に約6,400世帯を数え、その後は増減を繰り返し
ながら6,000世帯以上を維持している（2005年現
在）。
向島ニュータウンでは、街区ごとに自治会、
街区内の棟ごとに管理組合や組合などが組織さ
れている。また、いくつかの街区の自治会は合
同の例会を定期的に開いている。このほか、学
区ごとに組織されている自治連合会や各種組織、
向島駅前の住環境の維持に取り組む向島駅前ま
ちづくり協議会などがある。

2-2．30周年と記念イベント
上述のとおり向島ニュータウンは街区によっ
て住宅建設時期が少しずつ異なるため、周年を
ある特定の年一年に限定することはできないが、
2010年、向島駅前に面した街区の住民を中心に
構成される向島駅前まちづくり協議会（以下、
まちづくり協議会）会長の福井義定氏は、ニュ
ータウンのお祭り運営やゴミ拾い活動などで数
年来つながりのあった京都文教大学の人間学研
究所共同研究プロジェクト『リバイビング・ニ
ュータウン』（以下、ニュータウン研究会）に
対して、翌年（2011年）の向島ニュータウン30
周年記念イベントへの協力要請の話をもちかけ
た。これに対して同研究会は、まちづくり協議
会と京都市向島図書館との協働の「向島ニュー
タウン思い出の絵はがき展」の実施を提案した2。
30年という月日は人の営みでいうと一世代分
と言われる。30年分の自らの経験や記憶を思い
返してみると、誰しも、さまざまな出来事や思
い出の場面を思い浮かべることができるのでは
ないだろうか。では、「まち」という単位では
どうなのだろう。ひとは、まちの30年のあゆみ
や、まちでの暮らしをどう捉えるのだろうか。
しかも、それまでまちとしての歴史を持たない
ニュータウンにおいて、まちの記憶、まちにま
つわる思い出はどう蓄積されていくのだろうか。
ニュータウンの建物を眺めているだけだと、
その大きさと均質性に圧倒され、ニュータウン
というまちの暮らしまでもが無機質で均質的で
あるかのようなイメージを抱いてしまう。しか
し、そこには、戸数の数だけの家族の営みがあ
り、30年という歳月の流れのなかで、少しずつ
蓄積されたまちの記憶があるのではないだろう
か。それを形にしてみよう。そんな思いから実
現したのが、住民から思い出の写真を借りて、
写真データをスキャンし、絵はがきサイズの用
紙に出力し、それを台紙に貼りつけ、それぞれ
にキャプションをつけ、向島図書館に展示をし
て、来館者に鑑賞してもらう、というこのプロ
ジェクトであった。
30周年記念事業として絵はがき展示を実施す
るに至った背景には、こうした意図のほかに、
京都文教大学文化人類学科の西川祐子教授（当



33ニュータウンの記憶をめぐる文化人類学的研究に向けて―向島ニュータウンにおける絵はがき展の事例から考える

時）が、担当する授業「ジェンダーと文化演習」
（以下、西川ゼミ）で、2004年度と2005年度に
向島ニュータウンと隣接する槇島グリーンタウ
ンをモチーフとした絵はがき制作に取り組んだ
ことがある。学生たちは、1年のあいだに、向
島ニュータウンと槇島グリーンタウンで思い思
いの写真を撮影し、授業内で習得したパソコン
スキルを駆使して、編集・加工し、アート作品
として仕上げ、学内展覧会で披露することを繰
り返した3。2011年の「思い出の絵はがき展」は、
住民から提供してもらった写真に加工や編集を
加えることはなかったが、このプロジェクトを
参考しながら展開された4。

3．展示
3-1．展覧会の概要
展覧会の準備プロセスについては次章でふれ
ることとし、ここではまず、展示の様子をおさ
えておきたい。
写真1は、展示の様子を収めたものである。展
覧会は、2011年3月9日から1か月の会期で実施
した5。場所は京都市向島図書館で、図書館のエ
ントランスホールに設置されている掲示板を使
用した。展示にあたっては、ニュータウン年表
を作成し、その周囲を囲むように絵はがきを年
代順に配置するとともに、掲示板の下に机を用
意し、そこにパノラマサイズの写真や京都市住
宅供給公社よりご提供いただいたパンフレット
の一部を抜粋して作成した絵はがきを展示した。
また、以下の趣旨説明文も掲示した。

向島ニュータウンは今年で30周年を迎えま
す。向島駅前まちづくり協議会、京都市向島
図書館、京都文教大学人間学研究所「リバイ
ビング・ニュータウン」研究会はこれを記念
して、ニュータウンの思い出絵はがき展を開
催することにしました。
ここに展示している作品の大半は、向島ニ
ュータウンにお住まいの方たちからご提供い
ただいた写真を絵はがきにしたものです。ニ
ュータウンにお住いの方には懐かしい場面を
収めたはがきが多数あると思います。
この展示が、みなさんがニュータウンにま
つわるできごとを思い出す機会となれば幸い
です。

3-2．展示作品
展覧会実施に先立って、ニュータウン研究会
とまちづくり協議会はニュータウンの思い出写
真の提供を住民に募った。募集にあたっては、
展覧会開始の約1か月前に、向島図書館の書籍
貸借カウンターに、絵はがき展の概略と写真提
供の依頼を記した貼り紙をした写真投函用ポス
トと封筒を設置した。また、写真募集を周知す
るポスターをまちづくり協議会会長の福井氏か
ら各街区各棟自治会長もしくは管理組合長に配
布してもらい、各棟の集合掲示板に掲示しても
らった。
その結果、ニュータウンに居住する9名の方
と2つの管理組合から計84枚の写真をお借りす
ることができたほか、向島図書館長のご配慮で、
京都市住宅供給公社が保管する向島ニュータウ
ン販売当時のパンフレットや間取り図を展覧会
用にお借りすることもできた。展示用の絵はが
きデータは、100点近くとなり、実際の展示には、
このなかから70枚弱を使用した。
図表1は、集まった写真を年代順に並べたも
のである。紙幅の関係上、個々の写真について
みていくことは難しいので、ここでは、提供さ
れた写真（＝絵はがき）の傾向を年代ごとに押
さえることにする。
まず、1970年代（展示数10点）は、更地の3
街区エリア（向島駅前）、建設途中の向島駅や
向島中学校、当時運行していた折り返し路線バ写真1
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スなど、ニュータウン建設以前の建設予定地の
様子や、まちの機能が整備されていくプロセス
をうかがい知ることのできる写真（＝絵はがき）
が多い。続く、1980年代（展示数13点）は、子
どもたちが集会所いっぱいに集まっている様子、
夏祭りで映画や魚釣りゲームを楽しむ様子、ラ
ジオ体操をする子どもたち、各街区の区民運動
会、入居から数年後のニュータウンの風景写真
が提供された。80年代の写真は、ニュータウン
の子どもを収めたものが多く、しかも、その数
の多さが印象的である。1990年代（展示数16点）
の絵はがきは、親子キャンプや夏祭り、小学校
でのバザー、自主防災会による防火の集い、有
志によるバーベキュー、冬祭り、もちつき大会、
第一回シルバー茶話会の様子を収めたもので、
小学生向けのイベントに加えて、大人と子ども
が楽しめるイベントが、街区単位、棟単位で企
画されたことをうかがい知ることができる。ま
た、ニュータウンに暮らす高齢者向けの催しの
写真が初めて登場した。2000年代（展示数20点）
の写真は、集会所での日韓ワールドカップの日
本代表チームの応援、夏祭り、防災訓練、憲法
九条向島ニュータウンの集い、老人クラブグラ
ンドゴルフ記録会、向島秋の祭典の様子や、ニ
ュータウンの四季を収めたもので、子どもの姿
を収めた写真はほとんど見られなくなり、多様
な世代の多様なイベントが開催されていたこと
を読み取ることができる。

3-3．来館者の反応とその後
展覧会期間中、展示コーナーには観覧者にコ
メントを残してもらえるよう、ノートと絵はが
きに張り付けられる付箋とペンを準備しておい
た。また、年表の加筆修正も自由におこなって
もらえるようにした。その結果、数はそれほど
多くなかったが、子どもたちが感想を書いて付
箋を絵はがきに貼ったり、来館者がノートにコ
メントを残してくれた。以下は、ノートに記さ
れた感想である。

向島ニュータウン30年。30年は歴史だなー
と感慨ひとしお。写真は何も言いませんが、
一目で移り変わりがうかがえます。

図書館の隣にある愛隣館から遊びに来まし
た。今とは違う昔の向島の写真に、皆で「お
ぉー、こんなんやったんやー」と驚いてみま
した。

この街の成長ははかりしれません。
昔は野原だったのに、マンションや団地な
どの集合住宅と教育施設、スーパーなどの商
業施設、高齢者や、身体の不自由な人が入所、
通所する福祉施設。憩いの場の公園。道路や
水道などのインフラ施設。
そして最も忘れてはならない医療機関や消
防・警察の施設。人々が快適に暮らす為の様々
な施設がありますが、やっぱり街づくりの主
役は、ほかならない住民のみなさんであり、
今までも、そしてこれからも命を育み、災害
や事故から守り助け合っていくことができる
街になることを願っています。

この展覧会で使用した絵はがきは、その後、
この年の11月に向島センター商店街で開催され
た第5回向島秋の祭典でも展示され、青空の下、
来場者や商店街の買い物客の眼を楽しませた。
なかには足を止めて、絵はがき写真をじっくり
見ていく人もいた。

4．考察：絵はがき展示の実践からみえてくる
もの

4-1．記憶のかたちを表すことはできたのか
「思い出の絵はがき展」は、ニュータウンと
いうまちの記憶をかたちにすることを意図した
プロジェクトだった。まちの記憶をかたちにす
るにあたっては、住民の視点を重視し、住民が
所有するニュータウンにまつわる写真を一般公
募で募り、それを絵はがきに加工し、展示した。
このプロジェクトを西川ゼミの絵はがきプロ
ジェクトと比較すると、双方とも絵はがき制作
―ニュータウンにまつわる場面を切り取り、そ
れをはがきというかたちで表現する―という手
法を用いている点では同じであるが、西川ゼミ
の方はニュータウンをモチーフにした芸術作品
の創出を目指していたといってよいだろう。他
方、「思い出の絵はがき展」は住民のニュータ
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ウンにまつわる生の記憶を、コラージュのかた
ちで表現することを試みている。また、両プロ
ジェクトをニュータウンへの接近法、あるいは
「視点」という角度から比較すると、前者を「ア
ウトサイダー」の視点から捉えたニュータウン
の姿の表現、後者を、住民、つまり「インサイ
ダー」の視点からみたニュータウンの表現と特
徴づけられる。
展覧会主催者はこのプロジェクトを、向島ニ
ュータウン30周年記念イベントとして適当な時
期に開催できたことを評価している。また、ま
ちづくり協議会、向島図書館、そして、京都文
教大学ニュータウン研究会が協働でニュータウ
ンにかかわるプロジェクトを実施できたことか
ら、民・（広い意味での）官・学の連携の可能
性を探ることができた点に、このプロジェクト
に意義を見出している。
しかし、ここで先述の本展覧会のねらいに戻
ってみたい。主催者は、絵はがき展示を通して、
向島ニュータウンのまちの記憶の蓄積のありよ
うを検証できたのだろうか。蓄積を確認できた
とするならば、この展示において、記憶が蓄積
されていることを観覧者に伝えることはできた
のだろうか。
本論では概観の記述にとどまったが、われわ
れは上述のとおり、展示された絵はがきに、ニ
ュータウンというまちの記憶をたどるための手
がかりがあることを推察できる。たとえば、絵
はがきを通じて1970年代から時代たどると、ニ
ュータウンのハード・ソフトの両側面が徐々に
充実していったことを読み取ることができる。
また、80年代、90年代、2000年代の絵はがきか
らは、ニュータウンに暮らす人びとが、まつり
や集いを繰り返し協同でおこない、近所づきあ
いをしていることを見て取ることができる。そ
こに人びとの暮らしがあり、住民がニュータウ
ン開設以来この空間に魂を吹き込み、まちを創
造してきたことを想像することができる。ある
いは、絵はがきを住宅供給公社のパンフレット
の挿入写真にあるニュータウンの姿と比較して
みると、パンフレットの方は、当初理想とされ
た家族像やニュータウンが描かれているものの、
どこか無機質な印象を受ける一方、住民提供の

絵はがきの方には、ニュータウンに暮らす人び
との生の実践・営みとそれにまつわる物語の存
在を感じ取ることができる。絵はがき、ひいて
は思い出写真は、まちの記憶を探る重要な手が
かりといえるだろう。
しかしながら、展覧会来場者のコメントにも
あったように、絵はがきや写真それ自体は何も
語らない。絵はがきを観察するだけでは、ニュ
ータウンの住民がニュータウンにまつわる写真
に収められたできごとや実践をまちの記憶と捉
えているのか、住民がその記憶を共有している
かどうかを判断することは難しい。また先に述
べた、絵はがきから読み取ったニュータウンの
様態や変化は現時点においては、あくまでも筆
者の推察の域を出ないものである。裏を返せば、
ニュータウンの住民が同じ写真をみたとき、全
く異なる解釈をすることも十分にありうるので
ある。
また、今回展示に使用した写真提供者は、9
名の住民と、2つの棟の管理組合、そして、住
宅供給公社に限られている。詳しいデータはな
いが、写真を多数貸与してくれた住民は、おそ
らく60代、70代の男性であると思われる。つま
り、ニュータウン建設当時から2000年代までの
ニュータウン写真、とくに、ニュータウンにま
つわる行事に関する写真は、彼らがかかわった
行事であるだろうから、今回展示した絵はがき
は、正確には、現在60代、70代の男性の向島ニ
ュータウンにまつわる記憶のコラージュであり、
必ずしも、すべての住民の思い出や記憶を代弁
するものとは言い難い。
さらに、絵はがき用データの選定に関しては、
管理組合が保管する写真、住宅供給公社より提
供いただいた資料はその数が膨大であったため、
絵はがきを作成する前に選定をおこなったのだ
が、今回、このプロセスに住民はかかわってお
らず、この展覧会の準備に携わったニュータウ
ンのアウトサイダーである筆者がおこなった。
また、住民からお借りした写真についても、デ
ータはすべて保存し、絵はがきの形式にしたが、
展示作品の選定は、同じく筆者がおこなった。
以上から、絵はがきに収められた事象からは、
ニュータウンというまちにおいて記憶が蓄積さ
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れていると推察することはできるが、この展覧
会の絵はがき写真の提供者の偏りやアウトサイ
ダーによる絵はがき選定という状況は、ニュー
タウンの記憶とその蓄積のありようの検証が十
分になされていないことを浮き彫りにする。今
回の展覧会では記憶の蓄積の提示には至ってお
らず、観覧者に対するインパクトは、ニュータ
ウンにまつわる記憶の覚醒と、ニュータウンの
歴史にまつわる知見の提供にとどまっていたと
捉えるのがよいだろう。

4-2．誰が何／誰のためにニュータウンの記憶
をかたちにするのか

ここでもう一度、このプロジェクトへの筆者
の関与の仕方を振り返っておきたい。
このプロジェクトは、民・（広い意味での）官・
学の協働の可能性を探る好機であったといえる。
しかし、今回、展示作品の選定を筆者が中心に
おこなった点に注目すれば、実施目的に適った
展覧会を創造するための三者の協働については、
よりよいかたちがあったのではないかと考えら
れる。
筆者は今回、これら三者のなかの学の立場で
関わった。筆者が所属する大学では、向島ニュ
ータウンをフィールドとした教育を主眼に据え
た地域連携活動や、調査研究活動を展開してお
り、筆者も少なからずその活動に関わってきた。
しかし、ニュータウンとの関係ということでは、
筆者はあくまでもアウトサイダーである。今回
の展覧会でかたちづくろうとしたものは、市民
の視点から捉えたニュータウンの記憶であった。
インサイダーである住民が写真や資料を提供し
てくれたとしても、絵はがき写真や関連資料の
選定を筆者が主体的に行っていては、絵はがき
展で提示される記憶は、アウトサイダーが捉え
たそれにすぎないだろう。筆者は、ニュータウ
ンの記憶をかたちづくる部分の肝でもある写真
選定に工夫を加えるべきだっただろう。住民の
声に耳を傾け、住民の選択を活かすコーディネ
ーター役に徹するべきだったのではないだろう
か。

5．おわりに
さいごに、このプロジェクトの次なる展開の
可能性を提示しておきたい。
前章でもふれたように、今回の「思い出の絵
はがき展」は、実施したことそれ自体には大き
な意味があったといえる。しかしその一方で、
準備とアウトプットの手法に関しては、前章の
考察を通じて2つの課題があったことが浮き彫
りとなってきた。ひとつめの課題は、絵はがき
写真その自体は何も語らないということ、つま
り、絵はがき展示だけでは、ニュータウンの記
憶の十分な表象、記憶の蓄積の表象に至らない
ということである。住民が提供してくれた（絵
はがき）写真は、ニュータウンの記憶とその蓄
積の様態を探るためのメディアとして非常に有
効である。しかし、住民の記憶について、ある
いは、彼らのまちに関する記憶の共有や蓄積の
様態について考え、表象するには、もう一歩踏
み込み、この写真を手がかりとして、個々の住
民の写真の解釈、写真にまつわる記憶や語りに
耳を傾けていく必要があるだろう。
嘉田由紀子は、論考「都市化にともなう環境
認識の変遷」において、琵琶湖周辺に暮らす人
びとの自然や水をめぐる生活ぶりの変化に関す
る事例をもとに環境認識について論じているが、
嘉田は、琵琶湖周辺に暮らす人びとへの生活の
変化に関する聞き取りをおこなう際、写真を使
用している［嘉田	1997］。嘉田は、都市化され
る以前の琵琶湖の写真を、人びとの琵琶湖の水
利用の回想のための手がかりとして用いており、
聞き取りの際の写真使用の有用性について、生
活習慣は生活の中に埋め込まれており、言葉で
は表現しにくいが、写真は、表現しにくい言葉
を紡ぎ出す手助けとして非常に効果的であると
指摘している［嘉田	1997:	 49-52］。嘉田はまた
写真を、彼らが紡ぎ出す言葉の裏づけや、言葉
を補足するためのツールとしても活用している。
嘉田のこの手法は、今回の展覧会で集めた写
真データを活用したニュータウンの記憶をさぐ
る手がかりとなりうる。また、写真を手がかり
として語りを引き出すこの手法は、今回の展覧
会の写真データ提供者の少なさに関する課題の
解決の糸口にもなるだろう。つまり、提供され
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た写真を記憶をたどる手がかりと位置づけ、所
有者に限定せず住民に聞き取りをおこなえば、
ニュータウンの記憶とその蓄積のありようを検
証できるのではないだろうか。
絵はがき展にまつわるふたつめの課題は、筆
者のこのプロジェクトへの関与の仕方について
である。西川祐子は、日本都市社会学年報の特
集論文「ニュータウンの記憶のゆくえ―高蔵寺
ニュータウンの地域メディア変遷の事例からの
考察―」のさいごで、ニュータウンの記憶の特
徴をまとめており、第3の特徴として、「ニュー
タウンの記憶は、現在のところ個々人の記憶の
自発的な持ち寄りによって構成されている」と
論じている［西川	2009:35］。西川のこの指摘は、
ニュータウンの記憶は、あくまでも個々人、つ
まりは、ニュータウンの住民によって構成され
ていることを示唆する。また、博物館展示など
での自／異文化表象に関する議論では、展示物
を使用する文化を営む人びとの立場に対する配
慮の必要性が指摘されている［cf. 久留島	 2008:	
213-243］。博物館の展示とは比べものにならな
い規模であり、かつモノの展示ではなかったと
はいえ、今回の絵はがきプロジェクトにおいて
もこの点は配慮すべきで、アウトサイダーとし
て本展覧会に関わった筆者は、ニュータウン住
民自らの記憶の表象を手助けする立場に立つべ
きだったのだろう。
『文化人類学』72号第2巻の特集「大学―地域
連携時代の文化人類学」論文「地域で学ぶ、地
域でつなぐ―宇治市における文化人類学的活動
と教育の実践」で森正美は、文化人類学がまち
づくりや地域づくりにおいて強みを発揮できる
のは「調査と記録、情報収集と伝達、コミュニ
ケーションを促進する仕組みづくり」において
であると指摘する［森	2007:	 215］。人類学的実
践においては「ときには地域内部のネットワー
クの結節点として、また地域内外の媒介項して
の役割を担う自覚が求められるだろう」とも述
べている［森	 ibid.］。森の指摘にしたがえば、
人類学的立場に立ちながら本稿で論じてきたプ
ロジェクトにかかわる場合、次なる段階で力点
を置くべき点は、ニュータウンの記憶にまつわ
る調査と記録である。そして、筆者が担いうる

／べき役割は、記憶を紡ぐためのネットワーク
の結節点をつくりだすことであり、地域内外の
媒介項となることといえる。ニュータウンの記
憶をめぐる人類学的実践にあたっては、冒頭で
筆者が問いとして挙げたフィールドとする社会
に暮らす人びとの密接のあり方の意識化よりも、
こうした立場の意識化の方が重要なのだろう。
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注
1	二ノ丸池は、かつて巨椋池（おぐらいけ）の一部
であったが、豊臣秀吉が伏見城築城にともなう宇
治川改修工事で築いた小倉堤によって分断された
経緯をもつ。また、巨椋池（二の丸池を含む）干
拓は昭和初期に、わが国初の国営干拓事業として
すすめられた。
2	この年は、京都文教大学人間学部（現：総合社会
学部）文化人類学科3回生の演習である「実践人
類学実習」（担当：杉本星子教授）の受講生が父
の日にあわせて「ほっこりフェスタ」を向島ニュ
ータウン商店街の空き店舗とその周辺を借りて実
施したり、4回目を迎えた向島ニュータウンの秋
祭り（向島秋の祭典）の会場が、向島駅前にある
中央公園から、ニュータウン全体の中心部といえ
る向島ニュータウンセンター街に変更された。
3	西川は、同プロジェクトの成果報告書のなかで、
この取組の意図として、2つの問いかけをしてい
る。一つは、京都文教大学生の大学周辺について
の学びに関するものである。西川は、「4年間の大
学生活のあいだ、毎日二つのニュータウンを巡っ
ているわけです。高層集合住宅の白い壁が朝の陽
光をうけて輝いている、夕刻には無数の窓に一つ
一つと明かりが灯ってゆく。見慣れた、ひと懐か
しく感じられる光景です。でも、わたしたちは自

分が生活しているニュータウンをよく知っている
でしょうか。」と問いかけ、向島ニュータウンや
槇島グリーンタウンとは目と鼻の先の位置関係に
あり、広義にとらえれば、ニュータウンの一部と
も捉えられる京都文教大学の学生が、ニュータウ
ンを知る、学ぶことに意味を見出している。そし
て、もう一つは、ニュータウン風景に着目するこ
との意味についてである。西川は、同成果報告書
のなかで、次のようにも述べているのである。「全
国のニュータウンは1960年代の終わりに企画され、
その多くは1970年代に建設されました。わたした
ちの中にも現に各地のニュータウンに住んできた
人、現在も住んでいる人が数多くいます。だのに、
例えば日本百景が選ばれるとき、ニュータウン風
景がとりいれられることは少ないです。団地やニ
ュータウンが舞台となった絵本を探してみました
が、これもあまりない。名所旧跡の絵はがきはた
くさん売られているが、ニュータウン風景はなぜ
絵はがきにならないのだろう。モダンデザインの
まちであるニュータウンはカメラアイにとっては、
季節や時刻によってさまざまな表情をかえる魅力
的な被写体です。」［2005年度西川ゼミ	2006:5］
4	京都文教大学生のニュータウンにまつわる絵はが
き制作には、西川ゼミでの実践のほかに、2010年
秋学期に、文化人類学科杉本星子教授担当の実習
（実践人類学実習）の受講生が取り組んでいる。
実習受講生は、自ら撮影した向島ニュータウンの
写真を絵はがきにし、11月に開催された向島秋の
祭典で販売を試みた。この取り組みも、絵はがき
展実施に向けた足がかりのひとつとなった。
5	好評だったということと、彩り鮮やかということ
で、会期は1か月延長された。
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図表1　絵はがき展展示作品一覧

年代
展示
総数

絵はがきのキャプション（年月・できごと）
できごとに下線を付したものは、写真内容より筆者が

便宜的にタイトルをつけたもの

向島NTの主な出来事
（絵はがき展展示年表より）

不明 3街区A棟入居前・	
1970 10点 1975年9月	向島南（現・二の丸北）小学校	・	

1975年9月2街区ベランダから撮影・	
1975年9月	現在の向島駅付近・	
1976年6月	2街区（現在のローソン付近から）・	
1976年6月2街区（5街区付近から撮影）・	
1977年頃	1街区建設中・	
1977年頃	中央公園完成直後・	
1977年頃	1街区未完成・	
1978年7月	向島ニュータウン（現・3街区）建設開始・	
1978年7月	建設中の1街区と向島中学校・	
1978年7月	現在の向島図書館付近と愛隣館・	
1978年7月	3街区建設中・	
1978年7月	完成間近の3街区と折り返しバス・	
1978年7月	向島建設中・	
1978年7月	戸建てエリアの様子	・	

2街区と5街区（1977年4月）、
4街区と6街区（1978年4月）
で入居開始。
野百合保育園、空の鳥幼稚
園、向島幼稚園開園、向島
南小学校、向島南小学校東
分校（現・向島二の丸小学
校）開校。
児童公園開園、医療機関・
スーパーマーケット・郵便
局開設、向島駅開業。

1980 13点 1980年	5街区集会所にて・	 （子供向けイベント）	
1981年	5街区ソフトボール大会	・	
1981年	5街区運動会	・	
1981年8月	・	 土地付きテラスハウスエリア道路で子どもたちが水
浴び	
1981年11月	・	 土地付きテラスハウスエリアの様子	
1982年5月	・	 小学校運動会	
1983年12月	大雪	・	
1984年1月	入居3年2か月後・	
1984年8月	3B 棟夏祭り映画祭	・	
1985年7月	3B 棟ラジオ体操	・	
1986年8月	3B 棟夏祭り・	
1987年10月	第1回二の丸北区民運動会	・	
1988年9月	二の丸北区民運動会・	
1989年7月	向島二の丸北小学校3B棟キャンプ	・	

ふじのき幼稚園・城南保育
園、城南第二保育園開園、
向島小学校東分校（現・向
島藤木小学校）、二の丸北
小学校、向島中学校、向島
東中学校開校、京都市営地
下鉄向島駅へ乗り入れ、産
婦人科・耳鼻科・歯科・外
科医院、接骨医院、眼科医
院開院、京都市立向島図書
館開館

1990 16点 1990年7月	子どもキャンプ会・	
1991年11月	・	 ニュータウン遠景
1991年11月	WAIWAI’91ぽぷらフェスティバル	・	
1991年12月	D 棟恒例もちつき大会・	
1992年7月	D 棟親子キャンプ（二ノ丸北小）・	
1992年9月	3B 棟有志背割り堤バーベキュー・	
1993年12月	二の丸北自主防災会「防火のつどい」・	
1994年2月	向島二の丸北小学校バザー	・	
1994年12月	A棟大規模修繕工事竣工式	・	
1996年9月	D 棟敬老会	・	
1997年12月	冬祭り	築山	・	
1997年8月	夏祭り	・	
1997年12月	冬祭り築山イルミネーション・	
1998年7月	第1回シルバー茶話会・	
1999年7月	七夕・	

障がい者デイサービス事業
開始、愛隣デイサービスセ
ンター、向島証明書発行コ
ーナー開設
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2000
～
2010

20点 2002年6月	W杯サッカー日韓大会（日本VSチュニジア）応援（3・	
街区 B棟集会所）	
2002年8月	夏祭り・	
2004～2006年	小学生の友達と撮影。いまではみんな高校生。・	
2006年10月	朝霧・	 （3街区 B棟ベランダより）	
2008年2月	夜景・	 （3街区 B棟ベランダより）
2008年2月	雪景色・	
2008年9月	向島中央運動公園	楽生会老人クラブグランドゴルフ・	
記録会	
2009年4月	春・	 （3街区 B棟ベランダより）
2008年11月	紅葉・	 （3街区 B棟ベランダより）
2010年9月	二の丸北小学校二の丸北総合防災訓練・	
2010年10月	憲法9条向島ニュータウンのつどい	・	
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」前日舞台設営・	
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」・	
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」3G棟もちつき隊	・	
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」向島二の丸小学校吹奏・	
楽部演奏
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」京都文教大学よさこい・	
ソーラン
2010年11月	向島中央公園西「秋の祭典」巨椋池干拓地環境保全・	
ワークショップ田んぼ探検隊

向島駅前まちづくり協議会
結成、向島駅前まちづくり
憲章制定、向島駅前「春の
祭典」「秋の祭典」の実施

7点 パンフレット「向島ニュータウンご案内」からの抜粋・	
パンフレット「向島ニュータウン	土地付テラスハウスの募集」・	
からの抜粋




